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現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙
３ページ～   ありがとう　ずっと忘れない（特集）
６ページ～ 平成27年度 大洲市職員人事異動
８ページ～ シリーズ
11ページ～ まちのわだい
12ページ おおずニュース
14ページ～ おしらせ
25ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド
28ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （肱川流域会議　水中めがね）

税　　　別 5月 6月 7月 8月

市 県 民 税 1 期 2 期

固 定 資 産 税 2 期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 1 期 2 期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

５月の納税など　納期限は 6月 1日㈪です。

人の動き（先月比）

人口　　　46,002人　（－198）
　男　　21,902人　（－ 88 ）
　女　　24,100人　（－110）
世帯数　20,260世帯（ 2  ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　   48件（ 37 件）
　死者　    ₂人（  ₀  人） 
　負傷者　   59人（ 42 人）

picture 写真

（2015年 3 月末現在）

　４月９日㈭、フラワ
ーパークおおずを取材
しました。
　３月の寒さで開花が
例年よりも１週間ほど
遅れましたが、赤・白・
桃・黄・紫色のおよそ
56,000本のチューリッ
プが見ごろを迎えてい
ました。
　きれいに咲いたチュ
ーリップを見に来た多
くの人は、写真撮影や
散策などを楽しんでい
ました。

　

私
は
、
水
泳
や
マ
ラ
ソ
ン
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き

で
す
。

　

特
に
水
泳
は
一
生
懸
命
練
習

に
励
ん
で
い
て
、
初
め
て
出
場

し
た
昨
年
の
市
内
小
学
校
水
泳

競
技
大
会
で
は
、
25
メ
ー
ト
ル

と
50
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
６
位
入
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
先
生
か
ら
も

バ
タ
フ
ラ
イ
が
上
手
だ
と
褒
め

ら
れ
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
将
来
は
水
泳
の
選
手
に

な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
２
月
に
行
わ
れ
た
市

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、
４

年
生
女
子
の
部
で
２
位
に
終
わ

り
、
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
来
年
は
、
校
内
マ
ラ

ソ
ン
大
会
と
と
も
に
、
学
年
１

位
を
取
り
た
い
で
す
。

　

習
字
や
絵
を
描
く
こ
と
も
得

意
な
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で

な
く
、芸
術
の
分
野
で
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今月の題字作成者
平小学校 4 年（現：平小学校 5 年）

　松　本　香
か

　鈴
りん

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子



広報大洲 ５月号3

　

上
須
戒
小
学
校
は
、
明
治
７
年
︵
１

８
７
４
︶
に
創
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

３
０
０
０
人
以
上
の
児
童
が
、
こ
の
学

び
舎
を
卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
環
境
の
な
か
、
地
域
と

と
も
に
あ
り
続
け
た
小
学
校
は
、
子
ど

も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
条
件
、
教
育

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、﹁
大
洲
市
小

学
校
統
廃
合
計
画
﹂
に
基
づ
き
、
平
成

26
年
度
末
を
も
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

閉
校
記
念
式
典
が
３
月
22
日
㈰
に
行

わ
れ
、
全
校
児
童
や
保
護
者
、
教
職
員
、

住
民
、
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
見

守
る
な
か
、
１
４
１
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

在
校
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、
４
月
か

ら
統
合
先
の
喜
多
小
学
校
に
通
い
、
新

た
な
歴
史
を
刻
み
ま
す
。

　

上
須
戒
保
育
所
は
、
地
域
に
お
け
る

乳
幼
児
保
育
の
場
と
し
て
、
昭
和
30
年

︵
１
９
５
５
︶
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

59
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
子
ど
も
た

ち
は
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
、
地
域
の

み
な
さ
ん
に
﹁
地
域
の
宝
﹂
で
あ
る

と
、
大
切
に
温
か
く
見
守
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

青
空
が
広
が
り
、
桜
が
ほ
こ
ろ
び
始

め
た
３
月
27
日
㈮
、閉
所
式
が
行
わ
れ
、

地
元
住
民
や
歴
代
所
長
を
含
め
約
60
人

が
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
式
に
出
席

し
た
保
護
者
や
卒
業
生
ら
は
、
昔
を
懐

か
し
み
、
最
後
の
思
い
出
を
胸
に
刻
ん

で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
場
所
を
後
に
し
、
４
月
か
ら
は
、
た

く
さ
ん
の
友
達
が
待
っ
て
い
る
喜
多
保

育
所
へ
通
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ありがとう

ずっと忘れない
（特集）
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閉
校
記
念
式
典
で
は
、
清
水
市
長
が

﹁
地
域
の
み
な
さ
ん
に
温
か
く
守
り
育

て
ら
れ
た
上
須
戒
小
学
校
が
、
大
洲
の

地
に
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
今

日
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
全
て
の
み

な
さ
ん
に
、
改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
る
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
児
童
12
人
が
思
い
出
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
母
校
と
地
域
へ
の

感
謝
と
お
別
れ
の
言
葉
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
碑
の
除
幕

式
と
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

閉
所
式
で
、
今
ま
で
の
歴
史
を
振
り

返
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
る
と
、
懐
か

し
い
映
像
に
参
加
者
か
ら
は
す
す
り
泣

く
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
、
家
族
や
地
域
の
人
、
先
生
、

友
達
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
が
と

う
の
言
葉
を
元
気
よ
く
発
表
し
た
後
、

﹁
あ
り
が
と
う　

さ
よ
う
な
ら
﹂
を
全

員
で
歌
い
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
桜
の
記
念
植
樹
や

記
念
撮
影
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

保
育
所
へ
、
感
謝
を
こ
め
た
卒
園
証
書

授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
夕
に
仰
ぎ
見
る

出
石
の
山
の　

た
く
ま
し
く

雄
々
し
き
姿　

上
須
戒

僕
等
の
生
ま
れ
し　

ふ
る
さ
と
よ

あ
さ
か
ぜ　

こ
か
ぜ　

さ
ら
さ
ら
と

こ
の
は
を　

わ
け
て　

ふ
い
て
ま
す

そ
ら
そ
ら　

ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン

ほ
い
く
え
ん

こ
こ
は　

た
の
し
い　

ほ
い
く
え
ん

上
須
戒
小
学
校

　
　

～
正
し
く　

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く　

１
４
１
年
の
歴
史
に
幕
～

上
須
戒
保
育
所

　
　

～
地
域
に
見
守
ら
れ
て
59
年　

笑
顔
で
お
別
れ
～

上須戒小学校
５年生

宮尾菜
な

々
な

美
み

さん

　

私
に
と
っ
て
一
番
の
思
い
出

は
、
地
域
全
体
で
行
う
運
動
会
で

す
。
上
須
戒
小
学
校
が
無
く
な
る

の
は
寂
し
い
で
す
が
、
新
し
い
学

校
で
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
、

一
緒
に
遊
び
た
い
で
す
。 上須戒小学校

校長

藤原　郁
いく

仁
と

さん

　

保
護
者
と
地
域
の
み
な
さ
ん
に

支
え
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
学
校
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
児
童
は
、
幸
せ

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
閉
校
は
大

変
寂
し
い
で
す
が
、
終
わ
る
こ
と
は

何
か
の
始
ま
り
で
す
。
素
直
で
た

く
ま
し
い
上
須
戒
の
子
ど
も
た
ち

ら
し
く
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
上
須
戒
保
育
所
の
み

ん
な
と
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
友
達
を

つ
く
っ
て
、
将
来
は
ド
レ
ス
屋
さ

ん
に
な
り
た
い
で
す
。

上須戒保育所

髙橋　百
もも

愛
な

さん

　

閉
所
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

が
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ど

こ
か
に
き
っ
と
、
上
須
戒
保
育
所

で
の
温
か
い
思
い
出
が
生
き
続
け

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
た
く
さ
ん
の
友
達
と
仲
よ
く

遊
び
、
一
人
ひ
と
り
個
性
あ
ふ
れ

る
大
き
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

上須戒保育所
所長

清中　祥
しょうこ

子さん
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上
須
戒
に
は
多
く
の
年
間
行
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
に
、
子
ど
も

た
ち
の
姿
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
多

く
の
支
援
も
あ
り
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
健
全
育
成
を
目
指
し
た
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
と
と
も
に

　

上
須
戒
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
支

え
る
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
住
民
と

と
も
に
そ
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
小
学

校
と
保
育
所
が
無
く
な
る
こ
と
は
、
地

域
に
と
っ
て
つ
ら
く
、
重
大
な
決
断
で

あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

閉
校
式
・
閉
所
式
の
各
会
場
で
は
、

涙
を
流
す
人
も
多
く
、
い
か
に
地
域
に

愛
さ
れ
続
け
て
き
た
学
び
舎
で
あ
っ
た

か
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
小
学
校
・
保
育
所

で
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
教
訓
や
精
神

は
、
今
後
新
し
い
場
所
で
受
け
継
が
れ

て
い
き
ま
す
。ま
た
地
域
に
と
っ
て
も
、

施
設
跡
地
利
用
や
、
子
ど
も
た
ち
も
含

め
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
こ
れ
か
ら

も
伝
統
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
思
い
を
つ
な
い

で
、
新
し
い
上
須
戒
の
歴
史
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

新
た
な歴

史
を
刻
む

　

今
回
の
閉
校
・
閉
所
の
決
定
は
、

地
域
に
と
っ
て
も
私
に
と
っ
て
も
、
ま

さ
に
断
腸
の
思
い
で
し
た
。
地
域
住

民
か
ら
は
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
無

く
な
る
の
は
悲
し
い
、
と
い
う
声
も

多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

人
格
の
形
成
や
成
長
を
願
え
ば
、
私

た
ち
が
プ
ラ
ス
思
考
で
将
来
を
見
つ

め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
た
ち
と
か
か
わ
り
の
あ
る
伝
統

行
事
に
つ
い
て
は
、
何
と
か
継
続
で
き

る
よ
う
、
多
方
面
に
働
き
掛
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
ま
と
ま
り

の
あ
る
地
域
性
を
生
か
し
、
上
須
戒

地
域
づ
く
り
の
祖
で
あ
る
、
梶
谷
永え
い

五ご

郎ろ
う

先
生
の
﹁
汝
の
郷
土
を
開
発
す

る
者
は
汝
自
ら
な
り
﹂
の
教
え
を
実

践
す
る
時
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
多
く
の
友
人

と
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
、
成
長
し
て
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
上
須

戒
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も

住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上須戒公民館　館長
上須戒小学校統廃合
準備委員会　委員長

河邊　宗
むね

義
よし

　さん
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おおずニュース

平成27年度　大洲市職員人事異動
市職員297人が ４月 １日付で異動

１　部・課などの再編（主なもの）
（総務部）
▽ 「総務課」は、行政係、文書係に加え、人事、

給与など職員関係事務を担当します。
▽ 「財政契約課」は、財政係に加え、管財、契約

関係事務を担当します。
（総合政策部）
▽ 「企画政策課」は、秘書事務、行政改革推進事

務を追加分掌するとともに、内室の政策秘書室に
は、政策係を新設し、市長特命事項などの調査
研究、政策形成機能の強化を図ります。

▽ えひめ国体の総合的かつ円滑な対応を図る観点
から、国体準備課を教育委員会から総合政策部
に移管し、「えひめ国体推進課」に改称します。

（市民福祉部）
▽ 「市民生活課」は、住民票、戸籍関係事務のほか、

環境や衛生に関する事務を分掌し、市民の生活
に直結した事務を担当します。

▽ 「保険年金課」は、国民健康保険や後期高齢者
医療制度に関する事務と国民年金関係事務を担
当します。

▽ 「子育て支援課」は、子ども子育て支援新制度
に沿った取り組みを推進するとともに、「子ど
も相談係」を新設し、保育所および幼稚園の子
育てに関する総合窓口を担当します。

（建設部）
▽ 「治水課」では、ダム対策課と連携したダム事

業の推進とともに、肱川流域の治水対策を担当
します。

▽ 「ダム対策課」では、ダム事業に係る用地事務
や地元調整などの機能を引き続き行います。

（教育委員会事務局）
▽ 教育総務課と学校教育課を統合し、「教育総務

課」とし、事務の効率化を図るとともに、「学
校教育指導監」を新設し、学校教育全般に関す
る指導などの強化を図ります。
２　行政ニーズなどに対応した人事配置と職員派遣
▽ 女性職員の登用を拡大し、肱川支所に女性支所

長を配置するとともに、課長補佐級の保育所長
７人を配置します。

▽ 支所地域振興課長補佐に地域自治係長を兼務さ
せ、地域自治組織の円滑な再編を支援します。

▽ 愛媛県などとの相互人事交流を継続し、県職員
１人の受け入れと職員３人を県へ派遣するとと
もに、愛媛地方税滞納整理機構に職員１人を派
遣します。
３　異動総数
▽異動総数　　297人　　（昨年度　292人）
▽異動率　　　41.1%　　（昨年度　40.0%）

人事異動の基本方針

山
本　
　

諒り
ょ
う

︵
看
護
師
︶

今
堀
サ
ユ
リ

︵
看
護
師
︶

蔦
井　

洋よ
う

子こ

︵
看
護
師
︶

狩か

野の　

佳よ
し

美み

︵
看
護
師
︶

船
田　

將し
ょ
う

吾ご

︵
作
業
療
法
士
︶

池
上
麻ま

土ど

佳か

︵
理
学
療
法
士
︶

井
手
明あ

日す

香か

︵
薬
剤
師
︶

大
森　

安や
す

子こ

︵
保
健
セ
ン
タ
ー
︶

武
田　

倫と
も

実み

︵
社
会
福
祉
課
︶

中
村　

幸ゆ
き

代よ

︵
喜
多
保
育
所
︶

奥
野　

友ゆ
う

子こ

︵
大
和
保
育
所
︶

田
渕　

喜ゆ
き

子こ

︵
肱
北
保
育
所
︶

藤
田　

彩あ
や

華か

︵
大
洲
保
育
所
︶

大
野　

初は
つ

美み

︵
粟
津
保
育
所
︶

山
岡
恵え

里り

子こ

︵
肱
南
保
育
所
︶

神か
み

本も
と　

夏な
つ

季き

︵
高
齢
福
祉
課
︶

政ま
さ

木き　

春は
る

那な

︵
建
設
課
︶

新
屋
敷
博ひ

ろ

之ゆ
き

︵
税
務
課
︶

大
塚
嵯さ

斗と

希き

︵
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
︶

井
上　

空く
う

太た

︵
水
道
課
︶

髙
橋　

奈な

緒お

︵
中
央
公
民
館
︶

門
屋
明あ

日す

香か

︵
税
務
課
︶

城
戸　

綾あ
や

花か

︵
総
務
課
︶

泉　
　

史ふ
み

夫お

︵
財
政
契
約
課
︶

　今年度の人事異動は、部・課の再編など、組織、機構の見直しに伴い、職場の活性化を図るため長期勤
務（おおむね４年以上）となる職員を可能な限り異動を実施するとともに、女性職員の積極的登用を図り、
適材適所の人事配置に努めました。

新規採用（24人）

※氏名は、写真の並び順



大洲市行政組織・機構図 平成27年４月１日現在 …見直し部署

連絡所

市民会館 　

工事検査官

市民サービスセンター

ムーホ育愛洲大

保育所 地域子育て支援センター
徳森児童センター 大洲児童館

地域包括支援センター 包括支援センターサブセンター

大洲隣保館 大洲福祉会館

老人福祉センター
保健センター

肱南浄化センター 肱北浄化センター

 
議会事務局

事務局
事務局
事務局

小学校 中学校 幼稚園

公民館 文化研修センター 視聴覚センター
図書館

総合体育館 博物館

連絡所 青島診療所 今坊友愛館 櫛性福祉センター 長浜保健センター
公民館 図書館長浜分館 港務所 包括支援センターサブセンター

自治センター 肱川保健センター 風の博物館・歌麿館 包括支援センターサブセンター
公民館 図書館肱川分館

河辺診療所 河辺老人福祉センター
公民館 図書館河辺分館 河辺給食センター

管理部

市長 副市長

市民福祉部 環境センター

養護老人ホーム
清和園

商工産業課

産業経済部
観光まちづくり課

農林水産課

総務部

危機管理課

会計管理者 会計課

企画政策課

情報管理課

えひめ国体推進課

市民生活課

総務課

財政契約課

養護老人ホーム
さくら苑

保険年金課

(福祉事務所) 社会福祉課

人権啓発課

大洲学園

農山漁村整備課

建設課

都市整備課

水道課
建設部

下水道課

治水課

ダム対策課

病院事業管理者 大洲病院

議　　会

選挙管理委員会
農業委員会
監査委員

診療部

看護部

教育総務課

肱川支所 地域振興課

教 育
委員会 教育長 教育部

生涯学習課

文化スポーツ課

河辺支所 地域振興課

税務課

政策秘書室

総合政策部

子育て支援課

高齢福祉課

学校給食センター

長浜支所 地域振興課

喜多児童館
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シリーズ

▽
食
料
の
備
蓄

　

缶
詰
や
レ
ト
ル

ト
食
品
、
ド
ラ
イ

フ
ー
ド
な
ど
を
備

え
ま
し
ょ
う
。

※ 

ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
の
非
常
食
な

ど
、
自
分
に
適

し
た
食
料
を
備

え
る
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▽
水
の
備
蓄

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
、
ポ
リ
容
器
に

水
を
た
め
て
、
保

存
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

︵
備
蓄
の
目
安
︶

大
人
１
人
当
た
り
、

１
日
３
リ
ッ
ト
ル

▽
燃
料
の
備
蓄

　

電
気
や
ガ
ス
が

止
ま
っ
て
も
炊
事

が
で
き
る
よ
う

に
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
予
備
の
ガ

ス
ボ
ン
ベ
を
備
え

ま
し
ょ
う
。

文化財

木造薬師如来坐像１躯
く

大洲市指定有形文化財（彫刻）
圓
え ん

満
ま ん

寺
じ

所有

　久米地区にある圓満寺は、創建は不明ですが火
災で焼失した後の寛

か ん

永
え い

11年（1634）秀
しゅう

鏡
きょう

によって
再建された寺院です。明治期には、廃寺となって
いた阿蔵古久米武田の圓

え ん

城
じょう

寺
じ

と高山の月
が っ

光
こ う

寺
じ

を
併合したため、現在の圓満寺には 2 躯の薬師如来
坐像がまつられています。
　火災により宝物などすべてが焼失しましたが、
焼失を免れた本坐像は、像高59.5㎝で左手に薬壷
を捧げ右手に施

せ

無
む

畏
い

印
い ん

（右手の 5 本の指を伸ばし、
手のひらを前にして肩の辺りに上げる印相）を結
んだ典型的な薬師如来坐像で、製作年代は鎌倉時
代とされています。桧材の寄木造りで、頭部はや
やうつむき加減に彫

ちょう

眼
が ん

（直接木から目を彫る技法）
され、慈愛に満ちた優しい顔つきとなっています。
　優美で均衡のとれた様相は、市内でも数少ない
優品の一つといえるものです。

（昭和37年11月 3 日指定）

野　鳥

ツツドリ（筒鳥）
カッコウ目カッコウ科
全長　32㎝

　 4 月の半ば過ぎに、「ポポッ、ポポッ、ポポポポ、
ポポッ」と鼓をたたくような鳴き声でやって来る、
カッコウの仲間です。同じ種類のホトトギスやカッ
コウも、独特の鳴き声から名前が付けられています。
　また、この鳥の仲間は変わった生態の持ち主で、
自分のひなをほかの鳥たちに育てさせる托

たく

卵
らん

をしま
す。その相手もほとんど決まっていて、ツツドリは
4 月の初めに渡って来るセンダイムシクイが、巣
を構えて抱

ほう

卵
らん

を始めたころ、大きさこそ違います
が、模様や色までもそっくりな卵を産み落とすそう
です。その時、親鳥を追い出して卵を産むために、
姿や体形は猛禽類に似せています。
　生息数の多い小鳥に子どもを預ける方法で、命
を次の世代につないでいくなんて、本当に生き物
の世界には不思議な事がたくさんあります。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

災
害
に
備
え
て
準
備
し
て
お
く
も
の

︵
備
蓄
の
目
安
︶

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
１
つ
に
１
日
２
本
の

ガ
ス
ボ
ン
ベ

▽
そ
の
他
の
備
蓄【一

般
家
庭
】

　

毛
布
、
衣
類
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

紙
皿
、
紙
コ
ッ
プ
、
割

り
箸
、
簡
易
ト
イ
レ
、

生
理
用
品
、洗
面
用
品
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
、

せ
っ
け
ん
、
工
具
な
ど

を
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
】

　

粉
ミ
ル
ク
、哺
乳
瓶
、

お
む
つ
な
ど
を
備
え
ま

し
ょ
う
。

【
妊
婦
の
い
る
家
庭
】

　

脱
脂
綿
、
ガ
ー
ゼ
、

さ
ら
し
、
新
生
児
用
品

な
ど
を
備
え
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
☎
㉔
１
７
４
２

防災シリーズ　№6
　
﹁
非
常
備
蓄
品
﹂
は
、
災
害
復
旧
ま
で
の
間
、
自
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
準
備
し

て
お
く
も
の
で
す
。
地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
す
る
と
、
普
段
ど
お
り
の
生

活
が
で
き
な
く
な
る
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
７
日
分
の
備
蓄
品
を
、
自
宅
に
備
え
ま

し
ょ
う
。



　大洲市では一年を通して、花を楽しむ事ができます。
3 月下旬の菜の花から始まって、大洲城の桜、肱川
のしゃくなげ、フラワーパークおおずのチューリップ、
冨
とみ

士
す

山
やま

のつつじ、他にも、エビネ、しょうぶ、ひまわ
り、コスモスと続きます。
　 5 月に入ると冨士山のつつじが満開になり、つつじ
まつりが開催されます。四季折々のいろいろな花を楽
しめるのも、大洲の魅力のひとつと言えるでしょう。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※今月のクイズの答えは、広報大洲 6 月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　大洲城には隠された彫り物（木で彫った置物）が
あります。それは次のうちどれでしょう。
①　「ネズミ」と「テントウムシ」
②　「ツル」と「カメ」
③　「ヘビ」と「ネズミ」

解答…①
解説…昔からネズミには予知能力があり、災害や火災
がおこりそうな建物には住まないといわれているそうで
す。大洲城が災害や火災にあわないようにと、願いが
込められているようです。彫り物がどこに置いてあるの
か、大洲城に行って探してみてはどうでしょうか。

【今月のクイズ】

　冨士山は大洲盆地の中心に位置し、西日本有数
のつつじの名所です。冨士山のつつじは、およそ何
本あるでしょうか。

　① 約42,000本
　② 約53,000本
　③ 約63,000本

　

大
洲
藩
12
代
藩
主
加
藤
泰
祉
は
、
天て
ん

保ぽ
う

15
年
︵
１
８
４
４
︶
泰や
す

幹も
と

の
子
と
し

て
大
洲
に
生
ま
れ
、
嘉か

永え
い

６
年
︵
１
８

５
３
︶
父
泰
幹
の
死
去
に
伴
い
10
歳
で

家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

泰
祉
が
藩
主
に
就
任
し
た
直
後
の
安あ
ん

政せ
い

元
年
︵
１
８
５
４
︶
と
４
年
︵
１
８

５
７
︶
に
は
、
未
曽
有
の
大
地
震
が
大

洲
を
襲
い
ま
す
。
大
洲
城
内
で
は
高こ
う

欄ら
ん

櫓や
ぐ
ら、
台
所
櫓
を
は
じ
め
と
し
て
、
櫓
や

藩
主
の
居
住
す
る
御
殿
な
ど
数
多
く
の

建
物
の
倒
壊
の
ほ
か
、
地
割
れ
や
石
垣

の
崩
れ
、
城
下
町
で
は
、
侍
屋
敷
96
軒
、

町
家
４
８
７
軒
が
破
損
す
る
な
ど
著
し

い
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

災
害
復
興
に
お
い
て
、
特
に
大
洲
城

で
は
、
家
臣
を
総
動
員
し
て
石
持
ち
な

ど
に
従
事
さ
せ
た
ほ
か
、
藩
領
内
の

村
々
に
加か

勢せ
い

夫ふ

を
差
し
出
さ
せ
る
な
ど

し
て
早
急
な
復
興
を
進
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
朝
廷
を
重
ん
じ
た
泰
祉
は
、

文ぶ
ん

久き
ゅ
う２
年
︵
１
８
６
２
︶、
朝
廷
か
ら

非
常
時
に
お
け
る
京
都
警
備
の
内な
い

勅ち
ょ
く

を

う
け
る
と
、
文
久
３
年
︵
１
８
６
３
︶

の
﹁
八
月
十
八
日
の
政
変
﹂︵
会
津
藩

と
薩
摩
藩
が
長
州
藩
を
主
と
す
る
尊そ
ん

王の
う

攘じ
ょ
う

夷い

派
を
京
都
か
ら
追
放
し
た
事
件
︶

の
際
に
は
、
新
谷
藩
と
と
も
に
参
内
し

宮
中
守
衛
を
行
い
、
９
月
11
日
ま
で
京

都
の
警
護
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
京
都
警
護
の
尽
力
の
功
に

よ
り
、元げ
ん

治じ

元
年
︵
１
８
６
４
︶
５
月
、

泰
祉
は
歴
代
藩
主
の
中
で
唯
一
、
従じ
ゅ

四し

位い
の

下げ

に
推す
い

叙じ
ょ

さ
れ
ま
す
が
、
同
年
８
月

大
洲
に
お
い
て
21
歳
の
若
さ
で
急
死
し

ま
す
。
遺
骸
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
如に
ょ

法ほ
う

寺じ

に
密
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　

泰
祉
を
描
い
た
肖
像
画
で
は
、
歴
代

藩
主
が
赤
︵
五
位
︶
の
衣い

冠か
ん

束そ
く

帯た
い

姿
で

描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
黒
︵
四

位
︶
で
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

他
の
藩
主
と
は
異
な
り
、
上
位
の
官
位

に
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

加 

藤 

泰 

祉
（
か
と
う
や
す
と
み
）

加藤泰祉の墓所（如法寺）

大洲城のネズミ 大洲城のテントウムシ

大洲藩主加藤家の文化財（第拾弐幕）
シリーズ
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シリーズ

青年海外協力隊　藤本　顕
あき

允
まさ

　さん
ンダンクンダンク※

ＪＩＣＡセネガル通信　№1
※現地語（ウォロフ語）で「少しづつ」の意味

　アッサラームマレイクム、ンボーロミ
　（ウォロフ語で「こんにちは、みなさん」の意味）

　去る１月６日㈫、故郷・大洲を発った私は、20時間
以上に及ぶフライトの末、アフリカ大陸最西端の地・セ
ネガルに降り立った。このシリーズは、一人の青年が
異国の地で奮闘するさまを記していくものである…。
　ということで、はじめまして。セネガル名、デンバ・
ファイこと藤本顕允です。私は今、青年海外協力隊の
コミュニティ開発隊員としてセネガル共和国のファティ
ックという場所で活動しています。これを読まれている
みなさんは「セネガルってどんなとこなん」とか「コミ
ュニティ開発ってどんなことしよん」などなど、疑問が
多くあるのではないでしょうか。
　朝日や星空のきれいさに心を打たれ、道を歩けば牛
やロバに出会い、近所のおじさんに「昼飯食うていか
んか」と声をかけられる、そんな魅力あふれる国・セ
ネガルでの生活や活動の様子を余すことなく伝えてい
きたいと思います。このシリーズが終わるころには、み
な さ ん の

「疑問」が
一つでも減
って、セネ
ガルのこと
を好きにな
っていただ
けていれば
幸いです。

セネガルと日本は似とるかも 
　セネガルの人たちはあいさつをとても大事にしてい
ます。「こんにちは。元気」から始まり、仕事はどう、
家族は元気、昨日はよく休めた、などなど、相手のこと
を気遣う言葉が並びます。一通りのあいさつにかける
時間は日本よりも長いかもしれません。あるセネガル人
が「日本では、時は金なりやけどセネガルではあいさ
つは金なり、やね」と言っていたのが印象的です。道
ですれ違う時も互いにあいさつをしています。
　また、目
上 の 人 を
敬う、とい
う部分も日
本と似とる
な、と感じ
ています。
目 上 の 人
へ の あ い
さつに関しては特に厳しく言われています。そんな私
のお気に入りのフレーズは「今日も平和よ、ありがとう

神様」です。これを言うたびに、平和でよかったなと
いうことを実感しています。何よりも、現地語を満足に
操れない自分にとって、さまざまな質問に対応できるこ
のフレーズは、重宝すべきものとなっています。
　東京オリンピックの招致活動で一躍有名になった言
葉「おもてなし」は、ここセネガルでも「テランガ」と
いう形で浸透しています。道を歩いていると、「ちょっ
と昼飯食うていけ」や「アタヤ（現地のお茶）飲んで
いき」、「うちに遊びにおいでよ」などなどの言葉をよく
かけられます。セネガルの食事は大人数で一つの皿を
囲むスタイルであり、家族だけでなく近所の人も一緒に
食事をしています。家族の概念が広いのもセネガルの
特徴です。他人との距離が近く、どこか温かみのある
セネガルの雰囲気が私は好きです。
　本当は、先ほど触れたウォロフ語やセネガルの料理、
アタヤの習慣などお伝えしたいことは山ほどあるのです
が、次回ということで…。最後は、私の活動について
お伝えしたいと思います。　

コミュニティ開発って何なん 
　聞き慣れない言葉だとは思いますが簡単にまとめる
と、「コミュニティ（村や地域）に入って現地の人と共
にニーズや課題を見つけ解決していく」というものです。
　私はその中でも水の分野に注力した「水の防衛隊（通
称 Ｗ

ダブル

－Ｓ
サ

Ａ
ツ

Ｔ
ト

）」として活動しています。さらに聞き慣
れない言葉が出てきましたが、再び簡単にまとめると、

「安全な水の確保のために住民組織の運営のお手伝い
をする。衛生啓発活動を行う」です。現在は、配属先
に着任してから一カ月近く経ちましたが、現地語の習
得や配属先での情報収集、そして何より同僚の顔と名
前を覚えることに四苦八苦しています。
　また、同僚といくつもの村に出向き自己紹介をしてい
ます。まだまだ分からない言葉も多く、苦労は絶えない
ですが一歩一歩前進していきます。
　では、また次回お会いしましょう。
　バベネンヨーン
　（ウォロフ語で「また今度」の意味）

（現地時間2015年３月25日・セネガル生活79日目）

カメラを向けると…

語学学校にて

大樹・バオバブ



合併10周年記念春の鹿野川湖周遊企画
～開幕式、春神楽～

　昨年度までのしゃくなげ祭り関連行事は、今年度か
ら「春の鹿野川湖周遊企画」として、 2 カ月に渡って
開催されることになりました。
　この日は、「道の駅」清流の里ひじかわで開幕式が
行なわれ、その後春神楽の演舞がありました。雨が降
っていた空は、神楽が始まると晴天に変わり、山鳥坂
鎮
し

縄
め

神楽を、多くのみなさんが楽しみました。

3 月29日㈰

春の陽気に誘われて
～第11回上須戒さくらまつり～

　明
めい

玄
げん

ふれあい広場（旧上須戒ふれあい広場）におい
て、約600人が参加して第11回上須戒さくらまつりが
開催されました。
　当日はあいにくの曇り空となりましたが、バザーや
餅まき、お菓子まき、内子町和太鼓集団「和

わ

達
だち

」によ
る演奏などが行われ、参加者たちは上須戒の暖かい春
の一日を楽しみました。

河辺の春の訪れ
～第 3 回河辺ふるさと公園さくら祭り～

　河辺の春のイベント「ふるさと公園さくら祭り」が、
ふるさとの宿で開催されました。
　当日は、雨のため 2 年続けて屋内での開催となりま
した。シャモ鍋の無料配布や特産品の販売、橋本岳

がく

人
じん

山
ざん

さんによる尺八の演奏、全員参加のミニイベントな
どが行われ、約140人の参加者は春の訪れを感じられる
一日を過ごしました。

3 月29日㈰4 月 5 日㈰

長浜高校水族館部　いざ世界へ
～記念発表会・激励会～

　第58回日本学生科学賞において内閣総理大臣賞を
受賞した長浜高校水族館部が、 5 月にアメリカのピッ
ツバーグで開催されるインテル国際学生科学技術フ
ェア世界大会への出場を前に、長浜ふれあい会館にて
記念発表会を行いました。
　会場には、200人近くの地域住民や関係者が集まり、
熱気あふれる発表会、激励会になりました。

3 月24日㈫

まちのわだい

広報大洲 ５月号11
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おおずニュース
　

３
月
20
日
㈮
、
愛
媛
県
選
抜
競
技
者

に
選
ば
れ
た
、
大
洲
北
中
学
校
の
河
野

真ま

菜な

佳か

さ
ん
と
肱
川
中
学
校
の
藤
原
琉る
い

さ
ん
、
亀
岡
亜あ

希き

斗と

さ
ん
が
、
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
愛
媛
県
選
抜

に
選
ば
れ
た
河
野
さ
ん
は
﹁
愛
媛
県
代

表
で
あ
る
誇
り
を
持
っ
て
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
﹂
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
愛
媛
県
選
抜
に
選

ば
れ
た
藤
原
さ
ん
と
亀
岡
さ
ん
は
﹁
全

国
大
会
で
は
、
団
体
戦
で
選
抜
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
と
団
結
し
、
ベ
ス
ト
８
を

目
指
し
ま
す
﹂︵
藤
原
︶、﹁
愛
媛
県
選

抜
チ
ー
ム
の
目
標
で
あ
る
、
ベ
ス
ト
８

を
達
成
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
貢
献
し
ま
す
﹂︵
亀
岡
︶
と
そ
れ

ぞ
れ
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
が
出
場
し
た
第
28
回
都
道

府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
２
０
１
５
で
は
、
予
選
リ
ー
グ

で
大
分
県
の
チ
ー
ム
に
48
対
24
で
勝
利

し
、
愛
知
県
の
チ
ー
ム
に
63
対
75
と
惜

敗
し
ま
し
た
。
リ
ー
グ
戦
１
勝
１
敗
の

成
績
で
、
残
念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
進
出
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

藤
原
さ
ん
と
亀
岡
さ
ん
が
出
場
し
た

第
26
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
は
、
初
日
に
個

人
戦
が
行
わ
れ
、
愛
媛
県
か
ら
は
３
ペ

愛
媛
県
選
抜
競
技
者
表
敬
訪
問

ア
が
登
録
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
大
会

２
日
目
に
は
団
体
戦
が
行
わ
れ
、
二
回

戦
か
ら
登
場
し
た
愛
媛
県
チ
ー
ム
は
、

山
梨
県
の
チ
ー
ム
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
下

し
、三
回
戦
に
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

三
回
戦
で
は
惜
し
く
も
宮
崎
県
の
チ
ー

ム
に
敗
れ
て
し
ま
い
目
標
の
ベ
ス
ト
８

入
り
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
た
３
人
に
と
っ
て
、
非

常
に
良
い
経
験
が
で
き
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
の
経
験
を
、
今
後
の
学
生
生

活
に
生
か
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

活
躍
に
も
期
待
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 3 月 4 日㈬、第28回きのこ料理コンクール全国大
会が東京で開催されました。
　今年の大会には、全国から2,190件の応募があり、
この日は各地区の代表11人がきのこを使ったオリジ
ナルメニューに腕を振るいました。大洲市からは、
女性林業研究グループの上

かみ

野
の

マリヱさんが参加し、
大洲産の原木乾しいたけと魚のすり身を使い風味良
く仕上げた「じゃこきのこ」が、最優秀賞となる林
野庁長官賞を受賞しました。
　大洲市女性林業研究グループは、昨年 2 月に結成
されたばかりで、林業の振興や特用林産物の普及啓
発活動を行っています。
　今回の受賞で会員や関係者からは、今後の活動に
大きくはずみがつくと喜びの声が聞かれました。

林野庁長官賞を受賞

美　野　石
いし

　吉
きち

　さん
（長　浜）

元長浜中学校長

　美野さんは、長年にわたり学校教育に

尽力されたご功績により、このたび瑞宝

双光章を受章されました。

瑞
宝
双
光
章

高齢者叙勲



おおずニュース
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　 3 月13日㈮、大洲の下駄が愛媛県伝統的特産品に
指定されました。
　愛媛県伝統的特産品とは、長い年月を越えて受け
継がれてきた伝統的な技術・技法により製造され、
えひめの風土の中で育まれてきた郷土色豊かな伝統
性のある工芸品・民芸品などで、今回の指定で全27
品目となりました。
　今回の指定を受けて、有限会社長浜木

もく

履
り

工場代
表取締役の福本紀紀

とし

孝
たか

さんは「下駄は、日本の文化だ
と思っている。これからも、その文化を伝えていき
たいと思う。今回の指定で若い人にも下駄に興味を
持ってもらい、日本の良さを再認識してもらいたい」
と話されました。

　今回、新たに 4 事業者と大洲市高齢者見守りネッ
トワークに関する協定を締結しました。
　この協定は、近隣住民との付き合いが希薄化し、
高齢者の孤立死や孤独死が社会問題となっている状
況を踏まえ、行政と民間事業者、地域の連携により、
高齢者を見守るネットワークを構築することを目的
にしています。
　市では、民間事業者の力を借りて、平成25年 2 月
からこの事業を開始しています。これまで17の協力
事業者と協定を締結していて、今回の締結により21
事業者となりました。
　この協定は、締結後ただちに運用され、高齢者の
安全を見守っていくことになります。
　なお、今回の協定締結事業者は次のとおりです。

【 2 月27日締結】
▽株式会社フジ
▽愛媛信用金庫

【 3 月25日締結】
▽三井住友海上火災保険株式会社愛媛支店南予支社
▽肱川産業株式会社

大洲の下
げ

駄
た

が伝統的特産品に高齢者見守りネットワーク協力事
業者が増えました

平成26年度　土砂災害防止に関する作品コンクール表彰
　国土交通省と愛媛県では、小中学生のみなさんに土砂災害およびその防止についての理解と関心を深めて
もらうため、毎年「土砂災害防止に関する作品コンクール」を開催しています。
　平成26年度のコンクールで、大洲市からは次のみなさんが入賞し、表彰されました。（学年は、作品作成時
のものです）

山本莉
り

央
お

奈
な

さん
（平小学校 1 年）

城戸　彩
あや

夏
か

さん
（平小学校 1 年）

日野　洸
こう

誠
せい

さん
（河辺小学校 4 年）

【小学生・絵画部門】

国土交通大臣賞
【小学生・絵画部門】

国土交通事務次官賞
【小学生・絵画部門】

愛媛県砂防ボランティア協会会長賞
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お し ら せ

 
カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集 

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
国
体
開
催
の
周

知
を
図
り
機
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、

今
後
の
競
技
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、

カ
ヌ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
の
技
術
指
導
は
、
カ
ヌ
ー
ス
プ

リ
ン
ト
の
元
日
本
代
表
選
手
で
、
昨
年

の
長
崎
国
体
で
６
位
入
賞
し
た
竹
中
一い
っ

生せ
い

選
手
︵
県
立
宇
和
特
別
支
援
学
校
教

諭
︶
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

【
日　

時
】
６
月
６
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
正
午

※
午
前
９
時　

受
付
開
始

【
場　

所
】
鹿
野
川
湖
漕
艇
場

【
募
集
対
象
】

原
則
、
市
内
の
小
学
５
年
生
～
中
学
３

年
生

【
募
集
人
員
】
70
人

︵
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
︶

※ 

カ
ヌ
ー
大
会
参
加

練
習
者
含
む

【
募
集
案
内
】

　

学
校
を
通
じ
て
、

申
し
込
み
用
紙
を
配

布
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

え
ひ
め
国
体
推
進
課

☎
�
９
９
９
５

　

２
０
１
７
年
開
催
の
第
72
回
国

民
体
育
大
会 

﹁
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ

め
国
体
﹂
に
お
い
て
、
大
洲
市
で

は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
の
３
競
技

と
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
駅

伝
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
第
17

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

お
い
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
︵
知

的
障
が
い
者
︶
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
大

洲
市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
国
体
や
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
の
情
報
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

http://w
w

w
.ehim

ekokutai-
ozu.jp/

　「
肱
川
の
カ
ヌ
ー
」
を
体
験
し
よ
う

 

第
１
回
鹿
野
川
湖
カ
ヌ
ー
大
会 

 

参
加
者
募
集 

　

春
の
鹿
野
川
湖
周
遊
企
画
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
と
し
て
、
鹿
野
川
湖
カ
ヌ
ー
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た

こ
と
の
な
い
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
大
会
と
し
て
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
の
各
種
目
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
カ
ヌ
ー
に
乗
る
人
や
操
作
に

自
信
の
な
い
人
は
、
同
日
開
催
の
カ
ヌ

ー
教
室
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
６
月
６
日
㈯

開
会
式　
　
　
　

午
後
１
時

受
け
付
け
開
始　

午
後
０
時
30
分

【
場　

所
】
鹿
野
川
湖
漕
艇
場

【
募
集
対
象
】
小
学
３
年
生
以
上

【
募
集
案
内
】

　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
実

施
要
項
に
よ
る
﹁
参
加
申
込
書
﹂
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
支
所
☎
㉞
２
３
１
１

【
カ
ヌ
ー
教
室
・
大
会
の
駐
車
場
】

風
の
博
物
館
駐
車
場

※  

会
場
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

 

ホ
リ
デ
ー 

イ
ン 

カ
ヌ
ー
開
催 

　

肱
川
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
指
導
者
が
、
親
切
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
ま
す
。
爽
快
な
大
洲
の
夏
を
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
快か
い

漕そ
う

し
よ
う
。

【
期　

間
】

６
月
７
日
㈰
か
ら
９
月
20
日
㈰
ま
で
の

土
・
日
曜
日
、
祝
日

【
時　

間
】

午
前
の
部　

10
時
～
12
時

午
後
の
部　

１
時
～
３
時

【
料　

金
】

▽
小
学
３
年
生
以
下　
　
　
　
　

無
料

※
大
人
同
伴

▽
小
学
４
～
６
年
生　
　

２
０
０
０
円

▽
中
学
生
以
上　
　
　
　

３
０
０
０
円

【
場　

所
】
大
洲
城
下
流
域

【
申
し
込
み
】
予
約
制
で
す
。
事
前
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】水
に
濡
れ
る
の
で
、着
替
え
・

タ
オ
ル
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
先
】

大
洲
ま
ち
の
駅

あ
さ
も
や

☎
㉔
７
０
１
１

 

カ
ヌ
ー
指
導
者
等
養
成
講
習
会
の 

 

お
知
ら
せ 

　

市
で
は
、
ホ
リ
デ
ー 

イ
ン 

カ
ヌ
ー

の
指
導
者
を
募
集
し
ま
す
。
指
導
者
の

立
場
で
、
カ
ヌ
ー
の
魅
力
を
発
信
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
講
習
内
容
】
知
識
・
技
能
講
習

︻
受
講
費
用
】
無
料

【
開
催
回
数
】
年
間
４
回
︵
予
定
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
☎
㉔
１
７
１
７
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み
な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
交
通
整
理
を
実
施

し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
交
通
整
理
の
実
施
予
定
日
】

４
月
29
日
㈬

５
月
２
日
㈯
～
６
日
㈬

【
整
理
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
山
頂
周
遊
道
路
の
通
行
制
限
】

▽  

冨
士
山
山
頂
の
周
遊
道
路
は
、
時
計

周
り
で
一
方
通
行
で
す
。

▽ 

期
間
中
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
整
理
員
、
道

路
標
識
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
無
料
臨
時
バ
ス
の
運
行
】

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
臨
時
バ
ス

を
無
料
運
行
し
ま
す
。
駐
車
場
は
、
大

洲
ま
ち
の
駅
あ
さ
も
や
、
市
役
所
立
体

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
往
復
運
行
の
経
路
】

大
洲
ま
ち
の
駅
あ
さ
も
や
～
冨
士
山
ふ

れ
あ
い
の
家
前
～
展
望
台
前
広
場

※
10
時
以
降
約
30
分
間
隔
で
運
行
。

※
如に
ょ
法ほ
う
寺じ

河
原
で
の
乗
降
は
廃
止
し
ま
し
た
。

　

冨と
み

士す

山や
ま

つ
つ
じ
ま
つ
り　
交
通
整
理
に
ご
協
力
を

【
冨
士
山
駐
車
場
整
理
料
】

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
次
の
整
理

料
金
が
必
要
で
す
。

▽
普
通
自
動
車
︵
軽
自
動
車
を
含
む
︶

　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

▽
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 

８
０
０
円

▽
大
型
バ
ス 

 

１
０
０
０
円

【
注
意
事
項
】

※ 

つ
つ
じ
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
交
通

整
理
日
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
整
理
日
変
更
に
伴
い
、
無
料

臨
時
バ
ス
の
運
行
も
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

荒
天
な
ど
に
よ
り
、
バ
ス
の
運
行
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会　

☎
㉔
２
６
６
４

　市町村合併10周年記念　春の鹿野川湖周遊企画
第20回鹿野川湖ドラゴンボート大会

【日　時】 5 月17日㈰　※小雨決行
荒天時　 6 月14日㈰

▽受け付け　午前 8 時30分～
▽開会式　　午前 9 時～
▽レース　　午前 9 時20分～

【場　所】鹿野川湖漕艇場
【申込方法】
　参加申込書に必要事項を記入のうえ、郵送または
FAXで申し込んでください。申込書は、市公式ホーム
ページからダウンロードできます。※先着45チーム

【参加料】 1 チーム3,000円
【申込期限】 5 月 1 日㈮必着
【申し込み・問い合わせ先】
〒797-1592
大洲市肱川町山鳥坂74番地
鹿野川湖ドラゴンボート
大会事務局
☎34－2311
℻34－2454

鹿野川湖テニス大会（硬式）
【日　時】 5 月31日㈰　※雨天中止
▽受け付け　午前 8 時30分～ ▽試合開始　午前 9 時～

【場　所】鹿鳴園テニスコート
【種　目】男子ダブルス・女子ダブルス
※男女合わせて先着48ペア

【参加資格】オープン
【試合方法】
予選　 6 ゲーム先取・ノーアドバンテージ
本戦　 6 ゲームマッチ・ノーアドバンテージ

【参加料】 1 ペア2,000円
【申込方法】
　参加申込書に必要事項を記入のうえ、メールまた
はFAXで申し込んでください。申込書は、大洲市立
肱川風の博物館・歌麿館ホームページからダウンロ
ードできます。

【申込期限】 5 月21日㈭必着
【申し込み・問い合わせ先】
大洲市立肱川風の博物館・歌麿館

（http://www.kazehaku.jp/）
☎34－2181　℻34－3966
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お し ら せ
　

平
成
27
年
度 

肱
川
総
合
水
防
演
習
の
ご
案
内

　

い
つ
起
こ
る
の
か
予
想
で
き
な
い
災
害

か
ら
私
た
ち
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
、
肱
川
総
合
水
防
演
習
を
開
催
し
ま

す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に

見
て
、
学
ん
で
、
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
市
内

一
斉
配
信
を
1
回
行
う
ほ
か
、
演
習
参

加
車
両
も
多
く
、
ま
た
ス
ピ
ー
カ
ー
放

送
や
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
演
習
も
あ

り
ま
す
。
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
日　

時
】
５
月
31
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

※
雨
天
決
行

【
場　

所
】

五
郎
大
橋
下
河
川
敷
︵
若
宮
︶

【
内　

容
】

水
防
工
法
、
人
命
救
助
訓
練
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
復
旧
、
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ーな

ど

【
主　

催
】

平
成
27
年
度
肱
川
総
合
水
防
演
習
実
行

委
員
会
︵
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備

局
、
愛
媛
県
、
大
洲
市
、
伊
予
市
、
西

予
市
、
砥
部
町
、
内
子
町
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

☎
㉔
５
１
８
５

　今年も楽しい催しやバザーを用意して、みな
さんをお待ちしています。
　平野「ほたるの里」へぜひお越しください。

【日　時】　 5 月30日㈯　午後 6 時30分～ 9 時
※雨天時　 5 月31日㈰

【場　所】
地蔵堂集会所前（平野町平地）

【内　容】
お菓子・餅まき、バザー（うどん・焼きそば・
焼き鳥・ウインナー・おにぎり・綿菓子・飲み物）

【問い合わせ先】
地蔵堂ほたるまつり事務局
☎24－7284（松本）
平野公民館　☎24－2431

　がんに向き合っている人同士で、自由にお話
しするサロンです。
　病気への不安や副作用の悩み、情報の探し方
など、仲間だから分かりあえることを語り合い
ませんか。
　参加料は無料で、事前申し込みの必要もあり
ません。
　個人情報は守られますので、安心してご参加
ください。

【日　時】 5 月28日㈭
午後 2 時30分～ 4 時

【場　所】
喜多医師会病院　健診センター

【対　象】
がん患者、経験者、家族、遺族など

【問い合わせ先】
喜多医師会病院総務課　☎25－1532

　�第16回地蔵堂ほたるまつり　「がん患者さんとご家族のサロン」開催

土のう作り

積み土のう工
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　国保の届け出はお済みですか

　国民健康保険の変更届は、変更があった日から14日以内に世帯主が届け出ることになっています。自動的
に変更されることはありませんので、市役所または各支所の国保の窓口で必ず手続きをしてください。
　加入の届け出が遅れると、保険税は国保加入資格を得た日までさかのぼって納めなければなりません。そ
の間の医療費は、全額自己負担となります。また、脱退する届け出が遅れると、保険税（料）を二重に支払
ってしまうこともあります。

こんな時は、必ず14日以内に届け出を

こんな時 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
時

ほかの市区町村から転入してきた時 転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した時 職場の健康保険を脱退した証明書、印鑑

職場の健康保険の被扶養者から外れた時 被扶養者でなくなった証明書、印鑑

子どもが生まれた時 保険証、母子健康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなった時 保護廃止決定通知書、印鑑

外国籍の人が加入する時 在留カードなど

国
保
を
脱
退
す
る
時

ほかの市区町村に転出する時 保険証、印鑑

職場の健康保険に入った時 国保と職場の健康保険の両方の保険証（後者が
未交付の場合は加入したことを証明するもの）、
印鑑職場の健康保険の被扶養者になった時

国保の被保険者が死亡した時 保険証、死亡を証明するもの、印鑑

生活保護を受けるようになった時 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

外国籍の人の出国（転出）時 保険証、在留カードなど

そ
の
他

市内で住所が変わった時

保険証、印鑑世帯主や氏名が変わった時

世帯を分けたり、一緒になる時

修学のため、別に住所を定める時 保険証、在学証明書、印鑑

保険証をなくした時
（あるいは汚れて使えなくなった時） 印鑑、（使えなくなった保険証）

※すでに国保の保険証が交付されている場合は、必ず持参してください。
※届け出には、運転免許証・パスポートなど顔写真付きの公的証明書が必要です。

【問い合わせ先】
保険年金課　　　　　☎24－1713
長浜支所　　　　　　☎52－1113
肱川支所　　　　　　☎34－2331
河辺支所　　　　　　☎39－2113
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お し ら せ

　今年産より、畑作物の直接支払交付金および
米・畑作物の収入減少影響緩和対策の運用を改
善し、水田フル活用で農業経営の安定を図ります。
　また、本対策などのさらなる普及・推進を図
るため、農業者に対する相談窓口を開設します。
　制度内容についてわかりにくい点がある人や、
これから申し込みをしようとする人などは、お
気軽にご相談ください。

【開設期間】 5 月11日㈪～ 6 月30日㈫
午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時
※土、日曜日は除きます。

【開設場所】愛媛たいき農協喜多支所 2 階
【持参品】
▽営農計画書（控）、交付申請書、認印
※新規の人は、認印のみご持参ください。

【問い合わせ先】
農林水産課　☎24－1727
愛媛たいき農協営農企画課　☎24－4181

　平成27年度フラワーパーク体験農園の利用者
を募集します。

【場　所】フラワーパークおおず
（大洲市西大洲甲1766番地第 7 ）
【募集区画】

9 区画（総区画108区画）
【利用期間】
利用を許可した日～平成28年 3 月31日㈭

【対象者】
市内に住所を有する人または市内に勤務する人

【利用制限】
1 利用者につき 4 区画まで
※ 希望者は、農林水産課農業振興係にご連絡く

ださい。

【申し込み・問い合わせ先】
農林水産課農業振興係
☎24－1727

　�経営所得安定対策等相談窓口の
開設について

　�フラワーパーク体験農園利用者募
集について

　
�

住
ま
い
の
耐
震
化
で
巨
大

地
震
に
備
え
よ
う

　

近
年
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発

生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
古
い
木
造
住
宅
は

非
常
に
危
険
で
す
。
市
で
は
、
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
係
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

【
先
着
各
10
戸
限
定
】

耐
震
診
断�

限
度
額
４
万
円

耐
震
改
修
工
事

限
度
額
１
１
４
万
円

※ 

補
助
額
は
、
各
診
断
・
工
事
に

係
る
費
用
の
３
分
の
２
以
内
の

額
と
す
る

 

耐
震
診
断 

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
２
階
建
て

以
下
、
延
べ
床
面
積
が
５
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
の
も
の

※
構
造
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
工
法

【
補
助
金
額
】

耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
３
分
の
２

以
内
の
額
と
し
、
４
万
円
を
限
度

 

耐
震
改
修
工
事 

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

市
が
補
助
す
る
耐
震
診
断
を
受
け
、
耐

震
改
修
工
事
が
必
要
と
判
断
さ
れ
て
、

地
震
に
対
し
て
安
全
な
構
造
と
な
る
よ

う
に
工
事
を
行
う
住
宅

【
補
助
金
額
】

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
３
分

の
２
以
内
の
額
と
し
、
１
１
４
万
円
を

限
度

※  

耐
震
改
修
工
事
に
直
接
関
係
し
な
い

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
工
事
や
、
設
計

費
用
、
工
事
監
理
費
用
は
対
象
外

【
受
付
期
間
】

平
成
28
年
１
月
29
日
㈮
ま
で

　�

民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調

査
の
補
助
に
関
す
る
お
知
ら
せ

【
対
象
と
な
る
調
査
】

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が
施
工
さ

れ
て
い
る
恐
れ
の
あ
る
民
間
建
築
物
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
を
行
う
も
の

【
補
助
金
額
】

調
査
に
要
し
た
費
用
以
内
で
、
１
棟
に

つ
き
25
万
円
を
限
度

【
受
付
期
間
】

12
月
18
日
㈮
ま
で

【
受
付
戸
数
】︵
受
付
先
着
順
︶

予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け

※ 

各
補
助
金
を
希
望
す
る
際
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課　

☎
㉔
１
７
１
９
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　 ２ 種類のプレミアム付商品券の発行について
「愛

え

顔
がお

のえひめ商品券」
　愛媛県と各市町において、各商工会議所および商
工会が事業実施主体となり、 7 月 1 日㈬から商品券
を発行します。

【商品券の内容】
▽10,000円で12,000円分の商品券が購入できます。
　 1,000円券が12枚（県内全域 6 枚と大洲市内限定 6

枚）で 1 セットです。一人 3 セットまで購入でき
ます。

▽ 購入は、抽選となります。住所地の商工会議所ま
たは商工会に、往復はがきで申し込みください。

【申込期間】　 5 月25日㈪～ 6 月10日㈬
【取扱店舗】
▽ 県内の小売業、飲食業およびサ

ービス業のうち、「取扱店舗」の
ステッカーの貼ってあるお店で
利用できます。

▽ 取扱店舗の募集を行っています。登録を希望され
る事業者は、各商工会議所および商工会において
登録手続きをしてください。

【募集期限】　 5 月12日㈫まで
【問い合わせ先】
愛顔のえひめ商品券コールセンター　☎0120（101）104

　「きらめき大洲商品券｣
　大洲市単独でも、大洲商工会議所が事業実施主体
となり、10月から商品券を発行します。

【商品券の内容】
▽10,000円で12,000円分の商品券が購入できます。
　500円券が24枚（大洲市内限定のみ）で 1 セットです。
　一人 3 セットまで購入できます。
▽ 購入は、抽選となります。申し込み方法などの詳

細は、後日、広報大洲などでお知らせします。

【取扱店舗】
▽商品券が利用できる取扱店舗の募集を行っています。
▽ 登録を希望される事業者は、大洲商工会議所、長

浜町商工会および川上商工会において、登録手続
きを行ってください。

【募集期限】　 6 月30日㈫まで

【問い合わせ先】
大洲商工会議所　☎24－4111
長浜町商工会　　☎52－0312
川上商工会　　　☎34－2531

　
�

国
民
年
金
保
険
料
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
の
ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
﹁
学
生
納
付
特
例
制

度
﹂
が
あ
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
・

認
印
・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
で
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
に
承
認
を
受
け
て
い
る
人
で
、

今
年
度
も
在
学
予
定
の
人
に
は
、
４
月

に
は
が
き
サ
イ
ズ
の
申
請
用
紙
が
自
宅

に
届
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
学
生
納

付
特
例
制
度
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ご
返
送
く
だ

さ
い
。︵
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
は
不
要
で
す
。︶

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

７
月
１
日
㈬
か
ら
、
こ
れ
ま
で
母
子

家
庭
に
限
ら
れ
て
い
た
助
成
対
象
者

が
、
父
子
家
庭
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
﹁
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
﹂
か
ら
﹁
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
﹂
に
名
称
変

更
い
た
し
ま
す
。

【
新
た
に
助
成
対
象
と
な
る
人
】

　

20
歳
に
満
た
な
い
児
童
を
扶
養
し
、

か
つ
前
年
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
父
子
家
庭
、
ま
た
は
祖
父
と
孫
、

兄
と
弟
妹
か
ら
な
る
準
父
子
家
庭
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

※ 

廃
止
さ
れ
た
年
少
扶
養
控
除
な
ど
を

控
除
す
る
と
、
計
算
上
非
課
税
と
な

る
場
合
を
含
み
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▽
保
険
証
︵
該
当
者
全
員
︶

▽
認
印

▽
戸
籍
謄
本

▽
住
民
票
謄
本

▽ 
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
︵
就
学
前

児
童
の
場
合
︶

▽ 

前
年
に
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

※ 

認
定
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
担
当

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
開
始
日
】

６
月
15
日
㈪

※ 

７
月
末
ま
で
に
申
請
を
行
っ
た
場
合

は
、
７
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
助

成
期
間
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
８
月

以
降
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
申
請
受

付
日
か
ら
助
成
期
間
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課　
　

☎
㉔
１
７
１
３

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３ 

肱
川
支
所　
　
　

☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
㊴
２
１
１
３



広報大洲 ５月号 20

お し ら せ

土　木　費

▽市道の改良を行います。 （5億2,105万円）

▽ 国体に向けて、八幡浜・大洲地区運動公園を
整備します。 （1億9,591万円）

▽城山公園を整備します。 （8,998万円）

消　防　費

▽消防詰所の改築を行います。 （4,986万円）

▽小型動力ポンプ積載車などを更新します。
 （5,018万円）

▽市民防災読本を作成します。 （343万円）

平成27年度の予算規模

区　　　　分 当初予算 対前年比（％）

一　　般　　会　　計 258億円 4.9　　

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 70億3,265万円 10.1　

国 民 健 康 保 険 診 療 所 1 億1,197万円 21.1　

後 期 高 齢 者 医 療 5 億9,930万円 △2.1　

介護
保険

介 護 保 険 勘 定 50億854万円 0.6　

介護サービス勘定 4,732万円 17.6　

簡 易 水 道 事 業 2 億8,182万円 4.8　

港 湾 施 設 事 業 1,421万円 76.8　

土 地 取 得 造 成 1 億5,489万円 △1.7　

土 地 区 画 整 理 事 業 3,099万円 17.6　

住宅新築資金等貸付事業 939万円 △4.6　

農 業 集 落 排 水 事 業 3,426万円 0.7　

公 共 下 水 道 事 業 9 億7,350万円 7.3　

駐 車 場 事 業 889万円 △59.6　

温 泉 事 業 853万円 △12.3　

商 業 集 積 施 設 管 理 318万円 0.0　

特別会計　計 143億1,944万円 5.6　

企 

業 

会 

計

水 道 18億2,950万円 1.4　

工 業 用 水 道 3,229万円 △24.2　

病 院 41億1,627万円 △16.4　

企業会計　計 59億7,806万円 △11.7　

合　　　　　　　計 460億9,750万円 2.6　

商　工　費

▽ 新たに市内に事業所を設置する企業などに対
し、奨励金を交付します。 （1億2,426万円）

▽ 市内を周遊するサイクリングイベントを開催
します。 （200万円）

教　育　費

▽ 幼稚園･小学校・中学校のトイレを一部洋式
化します。 （4,790万円）

▽大洲市の歴史副読本を作成します。（721万円）

▽ 幼稚園・小学校・中学校施設の耐震化に取り
組みます。 （5,444万円）
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広報大洲 ５月号21

平成27年度　一般会計当初予算・主要施策
　「活力と文化のまちづくり」、「安全・安心・住み
よいまちづくり」にむけて、魅力ある地域資源を生
かしながら、さらなる地域の活性化につながる施策
を行います。
 

総　務　費

▽ 大洲市でがんばるひとを応援します。（2,500万円）

▽ 大洲市総合計画を策定します。 （1,072万円）

▽ 大洲市公共施設等総合管理計画を策定します。

 （1,580万円）

民　生　費

▽ 清和園の改築を行います。 （7億7,156万円）

▽保育所の改築を行います。 （6,214万円）

衛　生　費

▽救急医療体制を支援します。 （4,467万円）

▽ 住宅用太陽光発電システム設置を補助します。

 （1,040万円）

地方交付税
104億8,954万円
（40.7％）

市税
41億5,095万円
（16.1％）

市債
31億1,529万円
（12.1％）

国庫支出金
23億739万円
（8.9％）

県支出金
15億9,795万円
（6.2％）

繰入金
5億3,951万円
（2.1％）

繰越金
10億円
（3.9％）

その他
25億9,938万円
（10.0％）

土木費
28億4,630万円
（11.0％）

衛生費
22億4,930万円
（8.7％）

農林水産業費
10億6,302万円
（4.1％）

その他
10億7,032万円
（4.2％）

民生費
86億8,557万円
（33.7％）

公債費
28億9,544万円
（11.2％）

総務費
32億5,781万円
（12.6％）

教育費
26億2,678万円
（10.2％）

消防費
11億546万円
（4.3％）

一般会計の構成

農林水産業費

▽ 農業生産者と飲食店、加工業者との連携を推
進します。 （85万円）

▽有害鳥獣による被害防止対策を実施します。
 （1億2,983万円）

歳　入
258億円
（100％）

歳　出
258億円
（100％）



広報大洲 ５月号 22

お し ら せ

　平成27年度公益財団法人桝山教育振興会助成事業
【事業内容および助成先】

1 　 大洲市内に所在する公立高等学校、中学校及び
小学校に対する図書、備品、設備等の寄贈

　　（定款第 4 条第 1 号）

　　▽図書・備品寄贈
　　　 大洲高等学校・大洲農業高等学校・長浜高等

学校

2 　 大洲市内に所在する公立の学校が主催又は参加
する文化、体育行事の協賛及び後援

　　（定款第 4 条第 2 号）

　　▽全国大会などへの出場補助（市内公立高等学校）

3 　 この法人の設立趣旨から適当、有益と判断させ
る教育関係団体等に対する助成、寄附、寄贈等

　　（定款第 4 条第 3 号）

　　▽大洲市立図書館図書寄贈
　　▽大洲自然科学教室補助

　　▽大洲歴史文化教室補助
　　▽科学体験フェスティバル補助
　　▽市指定無形文化財振興事業補助
　　▽青少年海外派遣事業補助
　　▽大洲ジュニアトライアスロン大会開催補助
　　▽親と子のコンサート開催補助
　　▽大洲少年少女合唱団補助
　　▽大洲市スポーツ少年団補助

4 　 その他この法人の目的を達成するために必要な
事業

　　（定款第 4 条第 4 号）

　　▽講演会開催補助

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
内
外
で
災

害
や
大
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

た
だ
ち
に
医
療
救
護
班
を
派
遣
し
、
災

害
救
護
活
動
や
国
際
救
護
活
動
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
国
内
外
の
医
療
・
福
祉

活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
は
、
日
ご
ろ
の
み
な
さ
ん
の

協
力
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
に
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
も
５
月
に
、
区
長
各
位

な
ど
を
通
じ
て
活
動
資
金
の
募
集
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
区
に
未
加
入
の
人
や
法
人
、

職
域
な
ど
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

課
、
ま
た
は
、
長
浜
・
肱
川
・
河
辺
の

各
支
所
地
域
振
興
課
で
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受

付
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　

～�

引
き
続
き
義
援
金
募
金
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
～

　

日
本
赤
十
字
社
が
実
施
し
て
い
る
東

日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
付
期
間
が
、

来
年
３
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

  

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
　

引
き
続
き
、
次
の
金
融
機
関
で
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
お
よ

び
各
支
所
で
も
、
来
年
３
月
末
ま
で
義

援
金
募
金
箱
に
よ
る
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
大
洲
市
か
ら
日

本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
へ
送
金
し
た

義
援
金
は
、
今
年
の
３
月
20
日
現
在
、

７
０
４
万
４
１
６
６
円
で
す
。
多
く
の

善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
の
受
付 

 

口
座
な
ど 

▽
伊
予
銀
行
愛
媛
県
庁
支
店

　

普
通　

１
６
７
９
２
９
０

　

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

　

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

　

支
部
長　

中
村
時
広

▽
愛
媛
銀
行
県
庁
支
店

　

普
通　

５
１
８
３
０
３
０

　

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

　

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

　

支
部
長　

中
村
時
広

▽
愛
媛
信
用
金
庫
本
店
営
業
部

　

普
通　

１
１
８
９
３
３
４

　

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

　

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

　

支
部
長　

中
村
時
広

▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局

　

０
０
１
４
０
︱
８
︱
５
０
７

　

 

日
本
赤
十
字
社
東
日
本
大
震
災
義
援
金

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉔
１
７
１
５

平
成
26
年
度
の
社
費・寄
付
金

６
１
７
万
８
０
２
４
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
27
年
度
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
に
係
る
お
知
ら
せ

～
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

従
業
員
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
個
人
住
民
税

に
つ
い
て
も
給
与
か
ら
天
引
き
︵
特
別
徴
収
︶
し
、
納
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
全
市
町
で
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
一
斉
に
実
施

し
ま
す
。

【
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
の
送
付
】

　

各
自
治
体
か
ら
５
月
中
旬
ま
で
に
、

事
業
主
︵
特
別
徴
収
義
務
者
︶
へ
﹁
特

別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
﹂
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
決
定
通
知
書
に
は
年
税
額
・

月
割
額
︵
６
月
～
翌
年
の
５
月
︶
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
６
月
分
の
給

与
か
ら
特
別
徴
収
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
納　

期
】

月
々
の
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
た

月
の
翌
月
10
日

※ 

翌
月
の
10
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
場
合
は
、
そ
の
翌
営
業
日
が
納
期

限
に
な
り
ま
す
。

【
納
入
方
法
】

　

決
定
通
知
書
と
合
わ
せ
て
納
入
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
て
い
る

金
融
機
関
な
ど
で
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。

【
給
与
所
得
者
異
動
届
出
書
の
提
出
】

　

特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
る
従
業
員

に
、
退
職
や
休
職
、
転
勤
な
ど
の
異
動

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
由
が
生

じ
た
日
の
翌
月
10
日
ま
で
に
﹁
給
与
所

得
者
異
動
届
出
書
﹂
を
従
業
員
の
納
入

先
市
町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
税
額
の
変
更
通
知
】

　

従
業
員
の
異
動
届
出
書
の
提
出
な
ど

に
よ
り
、
既
に
通
知
し
た
月
々
の
特
別

徴
収
税
額
が
変
更
と
な
る
場
合
に
は
、

﹁
特
別
徴
収
税
額
変
更
通
知
書
﹂
を
送

付
し
ま
す
。
納
入
時
に
は
、
そ
の
通
知

に
従
っ
て
納
入
書
の
金
額
を
手
書
き
で

訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課　

☎
㉔
１
７
１
１

　大洲消防署では、毎月第 3 日曜日に防災セン
ターで、心肺蘇生法とＡＥＤ取り扱い方法の講
習会を開催しています。
　また、自主防災組織や自治会、企業、学校な
どに出向き、心肺蘇生法とＡＥＤの取り扱い方
法や、ケガの手当てなどの救急法講習会も実施
しています。
　大切な命を救うため、積極的に講習会に参加
し、応急手当てを身に付けましょう。

※ 救急法講習会の実施については、お気軽にご
相談･お問い合わせください。

【問い合わせ先】
大洲消防署本署　　　☎24－0119
長浜支署　　　　　　☎52－0119
川上支署　　　　　　☎34－2851

　救急に関する正しい知識･技術を身につけましょう
　～消防署からのお知らせ～

　農地の有効利用および地域農林業の活性化を促し、
耕作放棄地減少を図る目的で補助金を交付します。

【対象者】
事業未実施者で、市内に住所を有する個人、市
内に事務所または事業所を有する農業法人およ
び農業生産組織で、次に該当するもの
▽ 1 年以上耕作放棄地となっている市内の農地

または、 2 年以上保全管理をしている市内の
農地を耕作する人

▽ 自己の責によらない事由により作物の転換を
しなければならない市内の農地を耕作する人

【対象経費の範囲】
園芸およびきのこ栽培に伴う施設、設備の新設
にかかる資材費で、総額10万円を超えるもの

【補助金額】
　資材費に30パーセントを乗じた額で、30万円
を限度とします。（予算に限りがあります）

【申請方法】
事前に交付申請書と事業計画書を提出してください。

【申請・問い合わせ先】
農林水産課農業振興係　☎24－1727

　�耕作放棄地対策施設整備事業補助金
について
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お し ら せ

無料法律相談　※要電話予約
時　 5 月21日㈭
　　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111
市民法律相談　※要電話予約
時　 5 月16日㈯
　　午前10時～午後 ４ 時
場　大洲市民会館
問　市役所総務課行政係
　　☎24－1724
年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 5 月 7 日㈭ ･ 19日㈫ ･ 27日㈬
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 5 月13日㈬
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎089 （925） 5105
人権相談
大洲地域
時　 5 月20日㈬　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
時　 5 月15日㈮　午前10時～正午
場　平野公民館
長浜地域
時　 5 月15日㈮　午後 1 時～ 3 時
場　長浜体育館
問　長浜支所　☎52－1111
河辺地域
時　 5 月11日㈪　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570（003）110
　　人権啓発課
　　☎24－1746
行政相談（総務省）
大洲地域
時　 5 月20日㈬　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　総務課行政係
　　☎24－1724
長浜地域
時　 5 月22日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 5 月 7 日㈭
　　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　肱川支所　☎34－2320
河辺地域
時　 5 月 8 日㈮　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2112
不動産無料相談
時　 5 月15日㈮
　　午前10時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－1747

【
日　

時
】

５
月
23
日
㈯
～
７
月
11
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
週
土
曜
日
︵
全
８
回
︶

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
体
育
館
弓
道
場

【
対
象
者
】

弓
道
初
心
者
お
よ
び
経
験
者

︵
中
学
生
以
下
は
不
可
︶

【
定　

員
】
10
人
程
度

【
料　

金
】
２
０
０
０
円

︵
全
８
回
合
計
の
金
額
︶

【
申
込
締
め
切
り
】
５
月
15
日
㈮

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
弓
友
会

E-m
ail:ozukyudo25@

yahoo.co.jp

　

自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
、
６
月
１

日
㈪
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、
車
検
を
受
け
る
時
に

納
め
れ
ば
よ
い
税
金
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
必
ず
期
限
内
に
忘
れ
な
い
よ
う
納

め
て
く
だ
さ
い
。

※ 

納
税
通
知
書
は
、
５
月
11
日
㈪
こ
ろ

送
付
予
定
で
す
。

【
納
付
で
き
る
場
所
】

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・

郵
便
局
・
県
地
方
局
、
支
局

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】

南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
税
務
室

☎
０
８
９
４
︵
２
２
︶
４
１
１
１

▽
大
洲
北
只
Ｉ
Ｃ
～
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
間

　
︵
２
夜
間
︶

【
規
制
日
時
】

５
月
25
日
㈪
夜
～
27
日
㈬
朝

各
日
午
後
８
時
～
翌
朝
６
時

【
迂う

回か
い

路
】

国
道
56
号

【
問
い
合
わ
せ
先
】

西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社

愛
媛
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
９
︵
９
０
５
︶
０
１
８
１

【
日　

時
】
６
月
17
日
㈬

午
後
１
時
～
３
時
50
分

【
場
　
所
】

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

サ
ブ
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

▽ 

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式

▽
基
調
講
演

　

 

戸
田　

奈な

津つ

子こ

さ
ん

　
︵
映
画
字
幕
翻
訳
者
、
通
訳
︶

　

演
題　
﹁
字
幕
の
中
に
人
生
﹂

▽
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

　

 ﹁
女
性
の
活
躍
が
企
業
・
地
域
の
チ

カ
ラ
に
︱
愛え

顔が
お

で
輝
く
た
め
に
、
職

場
や
地
域
が
で
き
る
こ
と
︱
﹂

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】

電
話
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

※ 

定
員
︵
１
０
０
０
人
︶
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
３
３
２

℻
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
４
４
４

E-m
ail:danjokyodo@

pref.ehim
e.jp

【
日　

時
】
５
月
16
日
㈯

午
後
２
時
～

【
場　

所
】

宇
和
島
商
工
会
議
所　

貸
会
場

︵
宇
和
島
市
丸
之
内
１
・
３
・
２
４
︶

【
内　

容
】

集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射
器
の
回
し

打
ち
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

被
害
に
関
し
、
国
か
ら
和
解
金
支
払
い

な
ど
の
救
済
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

に
つ
い
て

※ 

事
前
の
参
加
予
約
、
参
加
費
用
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
広
島
弁
護
団
事

務
局

☎
０
８
２
︵
２
２
３
︶
６
５
８
９

　

�

松
山
自
動
車
道
の
夜
間
通

行
止
め
に
つ
い
て

　

�

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
宇
和
島
説

明
会
の
お
知
ら
せ

　

�

第
20
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
推
進
県
民
大
会
参
加
者
募
集

　
�

弓
道
初
心
者
教
室
の
お
知

ら
せ

　

�

平
成
27
年
度
自
動
車
税
納

期
内
納
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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大洲市立図書館	 　☎ 59ー4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39ー2111

図書館
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

■＝ ５ 月の休館日
〈開館時間　午前 ９ 時30分～午後 ６ 時〉
※�31日は館内図書整理日のため休館します。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

※�このほかにもたくさんの本が入っています。
　（随時配架しています。）　
　図書館のホームページで図書の検索ができます。
　（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

図書館ボランティア募集

　道端、野原、公園などで出会
う178種の花を収録。茎、葉、花
の形がはっきりわかるように、
白バックの写真、生えている状
態や花のアップなどの写真を掲
載し、簡潔に解説する。

　なかなか眠れないさあちゃん。
そこへ、なかよしの「パンツち
ゃん」が登場。パンツちゃんを
描いたがんちゃんの夢に遊びに
いこうというのです。ふたりは、
おふとんにもぐりこみ…。

散歩でよく見る花図鑑
亀田 龍吉写真・文　出版：家の光協会

だいすきのみかたパンツちゃん（児童書）
薫 くみこ作，つちだ のぶこ絵　出版：ポプラ社

【古文書解読講座】
「くずし字に慣れよう！　～江戸の和本を読書する～」
　講　師　山田　広

ひ ろ

志
し

 学芸員（大洲市立博物館）
　期　日　 5 月27日㈬・ 7 月22日㈬・ 9 月23日㈬・
　　　　　　　　　　10月28日㈬・平成28年 1月27日㈬・ 3 月23日㈬

【文学・歴史講座】
「郷土出身の洋画家、生涯と芸術
　　　　　　～中川八

は ち

郎
ろ う

と中野和
か ず

高
た か

～」
　講　師　上田　敏

さとし

 先生　（大洲市立博物館長）
　期　日　 6 月24日㈬

「江戸絵画の楽しみ方
　　　　　　～大洲ゆかりの画人の作品を中心に～」
　講　師　山田　広

ひ ろ

志
し

 学芸員（大洲市立博物館）
　期　日　 8 月26日㈬

「大洲の歴史」
　講　師　白石　尚

な お

寛
ひ ろ

　学芸員（教育委員会）　
　期　日　11月25日㈬

「大洲人物伝　～異色の官僚たち～」
　講　師　澄田　恭

きょう

一
い ち

 先生（大洲史談会副会長）
　期　日　平成28年 2 月24日㈬

▽場　所　大洲市立図書館コミュニティホール
▽時　間　午前 9 時45分～11時45分
▽受講料　無料

【申し込み・問い合わせ先】
大洲市立図書館　☎59－4111

平成27年度生涯学習講座－受講者募集－

５月展示
一般：『列車で行こう！』
　 3月14日㈯に北陸新幹線が開業し、来年の3月には、北海
道新幹線が新青森～新函館北斗間の開業を予定しています。
また、愛媛では観光列車「伊予灘ものがたり」も話題になっ
ていて、列車での旅に注目が集まっています。図書館では、
列車の旅や鉄道に関する資料の展示と貸し出しを行います。

児童：�『お母さんありがとう』
　 5月10日は「母の日」です。優しかったり、ときにはこわかっ
たり、あなたの事を１番に考えてくれているお母さん。家
族のために毎日頑張ってくれているお母さんに「ありがとう」
の気持ちを伝えてみませんか。
　図書館では、母の日に贈る手づくりプレゼントの作り方
や、お母さんが登場する本の展示と貸し出しを行います。

　図書館で、“何か” ボランティア活動をしたい、
と思っている人はいませんか。
　現在、読み聞かせ、書架整理、環境美化などの
活動が行われています。ボランティアのみなさん
のご意見を参考にしながら、幅広い活動へ展開し
たいと考えています。
　中学生以上の人なら誰でも参加でき、都合のよ
い日に、できる範囲で活動していただけます。興
味のある人は、ぜひお気軽におたずねください。
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
3 日㈰ みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎0894（20）8800
4 日㈪ 亀 井 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（24）3757
5 日㈫ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199
6 日㈬ お お む ら 小 児 科 （ 内 子 町 ） ☎0893（44）7117
10日㈰ 守 口 小 児 科 ※ （八幡浜市） ☎0894（24）7770
17日㈰ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0893（25）7710
24日㈰ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0894（62）6801
31日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（23）0510

（診療時間：午前 9 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

５ 月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
12日㈫

午後 ０ 時45分～
１ 時30分まで

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（26年12月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル13日㈬ 10か月児育児相談（26年 7 月生）

19日㈫ 1 歳 ６ か月児健診（25年10月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類26日㈫ ３ 歳児健診　　　　（24年 4 月生）

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診・ピロリ菌・ペプシノゲン検査

　婦人がん検診

　39歳以下健診

　乳腺エコー検査

　肺がんCT検診

実施日 受付時間 場　所 内　　　　容

27日㈬
～

29日㈮
午前 8 時30分～ 11時 菅田公民館

【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
　（該当者には案内状を送付します）
※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／ 1,200円
▽肺がん検診　　　　　�40歳以上の人／ 700円 （65歳以上の人は肺

がん検診に結核検診が無料で追加されます）
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／ 600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／ 2,160円
▽肝炎ウイルス検診　　�40歳以上で過去受けたことがない人／ 700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
※�75歳以上の人で、日頃、病院にかかっていない人や病院にかかってい

るが生活習慣病の治療や検査を受けていない人は、特に受診をお勧
めします。（後期高齢者医療被保険者証を必ずご持参ください）

　昨年度から、国立がん研究センターと愛媛大学、大洲市の共同研究に協力できる40～74歳の人を対象に、生活習慣
のアンケート調査にご協力いただくと胃の健康度を調べるピロリ菌検査・ペプシノゲン検査（約6,000円）が無料で受
けられます。ただし、平成26～28年度の 3 年間で一人 1 回のみです。希望者は、保健センターにお問い合わせください。

実施日 乳がん受付時間 場　　　所 対　　象　　者
14日㈭
19日㈫

午前 9 時30分～11時
午後 ０ 時30分～ 2 時 肱川保健センター 　子宮頸がんの受付時間は、いずれの実施場所も午後

1 時～ 1 時30分です。
【対象者／料金】
▽子宮頸がん　20歳以上の女性／1,000円
▽乳がん　　　40歳以上の女性／1,200円
本人確認のため保険証をご持参ください。
※75歳以上の人は無料

27日㈬
～29日㈮

午前 8 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分 菅田公民館

26日㈫ 午前 9 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分 河辺基幹集落センター

※特定健診・がん検診とも事前申込みは不要です。問診票は検診場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。

実施日 受付時間 場　　　所 内　　容
21日㈭
22日㈮

午前 8 時30分～11時 大洲市保健センター
【対象者／料金】
大洲市民で20～39歳以下の女性／1,000円
本人確認のため保険証をご持参ください。

実施日 受付時間 場　　　所 対　　象　　者
21日㈭
22日㈮

午前 8 時30分～11時 大洲市保健センター
【対象者／料金】
大洲市民で20～39歳以下の女性／4,412円
本人確認のため保険証をご持参ください。

実施日 受付時間 場　　　所 対　　象　　者

27日㈬ 午前 9 時～11時30分 長浜保健センター
【対象者／料金】
大洲市民で40歳以上の人／4,000円
本人確認のため保険証をご持参ください。

※ 5 月 1 日㈮午前 9 時から大洲市保健センターで申し込み開始。定員になり次第締め切ります。
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救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎24－5718

《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 4 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎24－4580

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎24－1414

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　教育委員会内青少年センター　　　
問　☎24－7830

▽物忘れ相談
時　 5 月28日㈭　午後 1 時～ 2 時
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎24－2111 （内線169 ･ 176）
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ 4 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
　　　　（相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 5 月22日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　 5 月 7 日㈭　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　 5 月 8 日㈮　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－2510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　　肱川流域会議　水中めがね

      代 表　坂本　芳
よし

則
のり

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　肱川流域会議　水中めがねは、流域住民にとっての肱
川について考える機会を持とうと、平成11年（1999）９
月９日に設立されました。上から眺めているだけでは何
も分からない、実際に川の中に入って見てみようという
思いから、水中めがねという名前を付け、100年後に肱
川はどうなっているのかというビジョンを常に持って活
動しています。
　主な活動は、年３回の清掃のほか、肱川上下流域内の
高校生や住民の交流会である「だんだん肱川」といった
事業を行っています。交流会を通じて、肱川がいつまで
もきれいであってほしいという、私たちの思いをつな
ぐ若い人材を育てていくことが重要であると思っていま
す。また、インターネット上では会員向けに「めがね通
信」として定期的に情報を配信しています。ネット会員
も合わせると、水中めがねの会員数は今や300人を超え
ています。
　私たちの活動は、行政と住民と企業の３つの輪が連携
する必要があります。その輪が重なる部分が、水中めが
ねという団体でありたいと願っています。自分一人の力
では、活動を続けることは困難です。会員のみならず、
流域住民全員の力を合わせ、河川清掃活動などを通して、
これからもまちづくりについて真剣に向き合っていきた
いと思います。

　

春
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
の
ご
当
地
ク
イ
ズ
で

も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
洲
で
は
花
を
楽
し
め
る
ポ
イ

ン
ト
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
ま
つ
り
開
幕
式
の
時

に
は
、
大
洲
城
の
桜
は
１
分
咲

き
だ
っ
た
た
め
、
入
学
式
ま
で

咲
い
て
い
る
か
も
、
と
思
っ
て

い
た
ら
急
に
暖
か
く
な
っ
て
入

学
式
に
は
葉
桜
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、３
月
下
旬
に
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
に
行
っ
た
時
は
、
全
て

が
つ
ぼ
み
だ
っ
た
た
め
、
見
ご

ろ
は
４
月
の
中
・
下
旬
こ
ろ
か

な
、
と
思
っ
て
い
た
ら
上
旬
に

は
満
開
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
に
花
の
こ
と
は
、
聞
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。 

く

　

取
材
に
行
く
先
々
で
、
現
場

の
担
当
者
に
よ
く
言
わ
れ
る
の

が
、「
意
外
と
地
元
の
人
が
知

ら
ん
の
よ
」。

　

河
辺
町
に
て
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
Ｏ
級
グ
ル
メ
「
ア
マ
ゴ
の

さ
つ
ま
」
を
初
め
て
食
し
、
塩

焼
き
と
と
も
に
そ
の
お
い
し
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。

　

情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
在
で

も
、
一
番
の
宣
伝
効
果
が
あ
る

の
は
、
口
コ
ミ
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
知
る
こ
と
、

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
Ｏ

級
グ
ル
メ
、お
い
し
い
で
す
よ
。や

編
集
後
記

（前列左から２人目）
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